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 ２０１０年度大内賞（統計界の最高栄誉）受賞者の決定について 

       ～厚生労働分野で大橋正氏が受賞～ 

 

 

１．大内賞は、戦後のわが国の統計再建に政府の統計委員会委員長として尽力された

大内兵衞博士の業績を記念して、１９５３年に設けられたもので統計界の最高栄誉

とされています。 

 

２．２０１０年度の受賞者は、大内賞委員会（委員長 樋口美雄  統計委員会委員

長）にて選考が行われ、元厚生労働省大臣官房統計情報部社会統計課国民生活基礎

調査室長の大橋 正（おおはし ただし）氏が、他の４名と共に決定されました。

厚生労働分野からは、７年ぶりの受賞者となります。 

 

［大橋氏の功績］ 

  厚生労働省において 31 年間にわたり統計業務に従事し、この間、新しい厚生統計 

 調査体系の構築、人口動態調査の処理体制の改革、衛生統計の改善・整備、 21 世紀 

 出生児縦断調査等 3 本の縦断調査の創設等に貢献したほか、統計委員会基本計画部 

 会のワーキンググループへ参画するなどして統計行政の推進に寄与し、わが国の統

計の進歩に貢献した。  

 

（参考）大内賞委員会事務局：(財)統計情報研究開発センター内  

                         電話：03-3234-7478  

大内賞委員会事務局公表資料 http://www.sinfonica.or.jp/ 
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